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◎
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

◎
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

◎
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な

え
る

◎
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、安
心
な
く
ら
し
を

守
る
と
と
も
に
、地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

➡

は
じ
め
に

国

の

基

本

目

標

長
洲
町
の
基
本
目
標

【目標１】 しごとをつくり、夢を持って働けるまち

【目標４】 安全・安心に暮らせる、快適なまち

【目標２】 ひとを呼び込み、
魅力溢れる活力あるまち

【目標３】 夢と希望を持って、
結婚、出産、子育て、教育が

できるまち

しごと

まち

ひと

金魚
（金を生む高付加価値な魚

［泳ぐ宝石／稼ぐ魚］）

〜金魚付き合い〜

金魚水槽
（金魚の成長に合わせた、

安全で快適な空間）

鑑賞魚
（人を惹きつける

魅力ある魚）

養殖魚
（卵から大切に

産み育てる魚）

　

国
は
、こ
の
平
成
27
年
を「
地

方
創
生
元
年
」
と
謳う

た

い
、
今
後

５
カ
年
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
、

こ
れ
を
踏
ま
え
、
市
町
村
に
お

い
て
も「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

や
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の
策

定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
で
も
、
地
域

の
活
力
を
取
り
戻
し
、
活
性
化

を
図
る
た
め
、
今
、
国
が
推
進

す
る
地
方
創
生
の
取
り
組
み

を
余
す
と
こ
ろ
な
く
活
用
し
、

地
域
の
特
色
や
地
域
資
源
を

生
か
し
、
住
民
に
身
近
な
施
策

を
幅
広
く
盛
り
込
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
議
会
も
車

の
両
輪
と
な
り
、
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、「
長

洲
町
議
会
地
方
創
生
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
地
方
創
生
に
対
す
る
議
会

と
し
て
の
関
わ
り
方
を
模
索

し
な
が
ら
も
、「
長
洲
町
に
お

け
る
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
の

議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
地
方
創
生
の
推
進
に

関
す
る
提
言
を
取
り
ま
と
め

た
の
で
、
町
に
対
し
、
提
言
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

10月15日 町長へ提言書提出
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まちの
活性化

少子
高齢化

　

日
本
創
成
会
議
・
人
口

減
少
問
題
検
討
分
科
会
が

昨
年
発
表
し
た
推
計
に
よ

る
と
、
２
０
１
０
年
〜
30

年
間
で
20
〜
39
歳（
子
ど

も
を
産
め
る
人
の
多
数
を

占
め
る
）の
女
性
人
口
が

５
割
以
上
減
る
自
治
体
の

中
に
本
町
も
該
当
す
る
と

い
う
こ
と
に
大
き
な
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
町
を
導
き
今
に
残

し
て
く
れ
た
先
人
た
ち
、

そ
し
て
何
よ
り
も
こ
の
町

を
受
け
継
い
で
い
く
次
世

代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
今
議
会
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
何
な
の
か
、
こ

の
ま
ち
を
ど
う
や
っ
て
盛

り
上
げ
て
い
く
の
か
、
活

性
化
さ
せ
て
い
く
の
か
が

重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
県
下
で
も
い
ち

早
く
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、執
行
部
と
両
輪
と
な
っ

て
地
方
が
元
気
に
な
る
仕

組
み
づ
く
り
、
地
域
性
と

発
展
可
能
性
を
探
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

国
、
県
か
ら
の
資
料
勉

強
、
各
方
面
の
講
演
会
の

受
講
、
議
員
各
自
の
研
修

を
重
ね
、
議
論
検
討
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。
議
論
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
地
方
の
問

題
は
限
り
な
く
広
く
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
る
今
こ
そ
自
治
体

や
地
域
の
力
が
試
さ
れ
、

良
い
意
味
で
の
自
治
体
間

競
争
が
始
ま
り
ま
す
。
地

方
が
自
ら
考
え
、
行
動
し
、

変
革
を
起
こ
す
た
め
、
執

行
部
が
示
し
た
今
後
想
定

さ
れ
る
施
策
に
対
し
て
、全

員
で
政
策
提
案
を
行
い
、

精
査
を
重
ね
、
提
言
書
の

形
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
あ
る
環
境
と
地
域
資

源
を
生
か
し
長
洲
の
『
ひ

と
』
を
主
役
に
成
長
す
る

ま
ち
を
創
り
だ
す
こ
と
を

目
標
に
、
議
会
の
立
場
か

ら
充
分
に
審
査
し
、苦
言
、

提
言
を
発
信
し
な
が
ら
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
町
民

皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

調
査
特
別
委
員
会
を設置

提
言
書
へ
の
想
い

オ
ー
ル
長
洲
町
で

取
り
組
も
う

乗せて
地方創

生へ

未来へ
の想い

を

住みよい
まちづくり

福本みや子 特別委員長

浦辺朝章 副委員長

消
滅
可
能
性
都
市
…
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定　例　会

平成26年度の各会計  決算を徹底チェック！

町民のくらしに　どう生かされた？
歳出総額 62億4451万円 歳入総額 64億2407万円

私たちの税金
どう使ったの？

可
決

　

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
・
９
件
、認
定
・
７
件
、報
告
・
１
件
で
、条
例
の
一
部
改
正
、補
正
予
算
、人
事
案
件
な
ど
を
審
議
し

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。一
般
質
問
は
９
議
員
が
行
い
、町
政
全
般
を
質
し
ま
し
た
。

町民みなさん
からの税金
20億6011万円

福祉のために
23億1079万円

国からのお金
5億8984万円学校教育、

生涯学習などに
4億4410万円

道路、
公園整備などに
7億7399万円

税務事務、
住民票の管理などに
13億8467万円

ごみ処理等、町の衛生のために
3億2808万円

農林水産業費
1億8996万円

その他
10万円

借金の
返済に
5億9951万円

預金からの取崩し
4億1152万円

借入金
4億9620万円

地方交付税
15億8510万円

県からのお金
6億4701万円

地方消費税交付金
1億9800万円※2※1

諸収入
1億2049万円

その他
5399万円

※2
分担金及び負担金	 8572万円
使用料及び手数料	 8702万円
地方譲与税	 4750万円
繰越金	 4157万円

※3
財政調整基金とは
　自治体が計画的
な財政運営を行う
ためのもの。
減債基金とは
　公債・社債の発
行者が円滑に償還
を実施するために
積み立てるもの。

※1
消防費	 6501万円
商工労働費	 3880万円
議会費	 1億950万円

歳
入
の
特
徴

財
源
確
保
の
た
め
、
財
政
調
整
基
金
・

減
債
基
金
あ
わ
せ
て
３
億
円
取
崩
し
を

行
っ
た
。こ
れ
ら
２
つ
の
基
金
残
高
は

約
３
億
５
千
万
円
に
減
少
し
て
い
る
。

歳
出
の
特
徴

事
業
へ
の
投
資
的
経
費
は
、昨
年
に
比

べ
約
１
億
５
千
万
円
の
減
。要
因
は
土

木
費
の
大
幅
な
減
少
に
よ
る
も
の
。

※3
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定　例　会

あさり漁獲高向上支援事業 介護予防拠点施設整備事業

庁舎の耐震化事業

主　な　事　業
住宅リフォーム補助事業

130万円 750万円

1億1100万円 208万円（申請35件）

平成26年度の各会計  決算を徹底チェック！

町民のくらしに　どう生かされた？
平成26年度一般会計決算の主な内訳　１人あたり約38万円使いました！

（平成27年３月末人口：16,463人　※平成25年度は約39万円でした）

総務費
8万4千円

土木費
4万7千円

民生費
14万円

消防費
4千円

衛生費
2万円

教育費
2万7千円

農林水産業費
1万2千円

公債費
3万6千円

➡

リ
フ
ォ
ー
ム
後

26番目
松原区

たくさん
獲れました

防災拠点の
強化 町内

施工業者の
活性化も
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定　例　会

決
算
で
は
黒
字
に
な
る

も
歳
出
額
は
過
去
最
高

を
更
新

［
主
な
質
疑
］

問
（
大
森
議
員
）

26
年
度
決
算
で
１
８

８
５
万
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。
果
た
し
て
、
４
月
か

ら
保
険
税
を
引
き
上
げ
る

必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
総
額
、
あ
る
い
は

一
人
当
た
り
の
医
療
費
が

伸
び
続
け
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
る
と
、
今
回
の
税

率
改
正
は
必
要
で
あ
っ
た

と
判
断
す
る
。

問
（
市
原
議
員
）

毎
年
伸
び
続
け
て
き

た
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
、
若
干
で
は
あ
る
が
26

年
度
は
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
は
何
か
。
分
析

し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

分
析
に
つ
い
て
は
こ

れ
か
ら
に
な
る
が
、
医
療

費
は
、
全
国
平
均
よ
り
高

く
推
移
し
て
お
り
、
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
も
含
め
、

医
療
に
か
か
る
前
に
予
防

の
ほ
う
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
。

問
（
福
永
議
員
）

医
療
費
適
正
化
へ
向

け
、
い
ろ
ん
な
施
策
を
行

っ
て
き
た
。
施
策（
事
業
）

の
効
果
の
分
析
は
し
て
い

な
い
の
か
。
そ
れ
で
は
次

の
予
算
な
ど
立
て
ら
れ
な

い
の
で
は
。

答
（
町
長
）

国
保
だ
け
で
み
る
と
、

亡
く
な
る
原
因
の
１
位
が

心
臓
疾
患
、
２
位
が
肺
炎

と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
施

策
を
実
施
す
れ
ば
減
少
す

る
の
か
な
ど
、
各
保
健
分

野
が
も
っ
と
詳
細
な
分
析

を
し
て
デ
ー
タ
を
示
せ
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問
（
濱
﨑
議
員
）

収
入
未
済
額
が
１
億

３
７
１
４
万
円
、
医
療
給

付
費
の
滞
納
繰
越
分
で
不

納
欠
損
が
８
６
９
万
円
発

生
。
滞
納
か
ら
不
納
欠
損

に
至
る
ま
で
の
過
程
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
税
務
課
長
）

滞
納
が
発
生
し
た

ら
、
20
日
以
内
に
督
促
状

を
発
送
し
、
接
触
を
図
り
、

納
付
を
促
す
。
次
に
、
電

話
や
文
書
で
催
告
。
ま
た

納
税
相
談
を
実
施
。
接
触

が
で
き
ず
、
財
産
が
あ
り

な
が
ら
納
付
し
な
い
人
に

つ
い
て
は
、
差
し
押
さ
え

を
行
っ
て
い
る
。
年
数
が

経
過
し
収
納
不
可
能
と
い

う
も
の
に
対
し
て
は
不
納

欠
損
も
や
む
な
し
と
考
え

て
い
る
。

賛
成
11 

反
対
２ 

可
決

本
町
に
お
け
る
認
定
者

数
９
１
９
人

［
主
な
質
疑
］

問
（
大
森
議
員
）

不
用
額
の
割
合
が
9.7

％
だ
が
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

年
々
給
付
費
が
伸
び

て
い
た
が
、
平
成
26
年
度

は
実
質
的
に
3.2
％
ほ
ど
給

付
費
が
減
っ
た
。（
要
介

護
４
と
５
の
認
定
者
が
減

っ
た
た
め
）

問
（
市
原
議
員
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
者
の
状
況
は
。

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

一人あたりの医療費

長洲町の医療費が全国平均ならば	 4,423人×78,610円≒3億4,769万円の減額
長洲町の医療費が熊本県平均ならば	4,423人×49,915円≒2億2,077万円の減額

（平成26年度版	財政の推移と現状）

医療費抑制が国保財政健全化の鍵
国民健康保険特別会計 保険給付費14億5260万円

全国平均 熊本県平均 長洲町 全国平均との比較 熊本県平均との比較 県内順位
入 院 116,406円 142,096円 158,813円 42,407円 16,716円 10/45
入院外 114,336円 124,883円 140,480円 26,114円 15,597円 7/45
歯 科 23,680円 20,890円 22,738円 △942円 1,848円 10/45
調 剤 57,922円 53,170円 57,562円 △360円 4,392円 23/45

一人あたりの医療費の主な内訳と比較（平成25年度）

400,000円

350,000円

300,000円

250,000円

200,000円

■全国
■熊本県
■長洲町

341,312円

H24

310,952円

389,724円

336,087円

H23

303,674円

366,960円

323,948円

H22

294,431円

353,676円 341,039円

H25

312,344円

390,954円
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定　例　会

問
（
磯
野
議
員
）

26
年
度
に
３
基
設
置

さ
れ
た
が
、
新
築
に
伴
う

設
置
な
の
か
。
ま
た
、
下

水
道
の
認
可
区
域
内
、
外

ど
っ
ち
な
の
か
。

答
（
下
水
道
課
長
）

新
築
に
伴
う
の
が
２

基
、
し
尿
く
み
取
り
か
ら

の
改
修
が
１
基
。
ま
た
、

そ
れ
は
下
水
道
の
認
可
区

域
外
だ
。

全
員
賛
成 

可
決

問
（
福
永
議
員
）

当
初
予
算
で
の
純
利

益
が
５
６
６
５
万
円
だ
っ

た
が
、
決
算
で
１
５
４
９

万
円
だ
っ
た
。
こ
の
差
は

な
に
か
。

答
（
水
道
課
長
）

平
成
26
年
度
当
初
よ

り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計

算
書
の
作
成
が
法
に
よ
り

義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ

に
よ
り
内
容
の
見
積
も
り

が
少
し
甘
か
っ
た
。

答
（
町
長
）

数
字
が
あ
ま
り
に
も

違
い
過
ぎ
た
。
申
し
わ
け

な
か
っ
た
。
今
後
精
査
し

て
い
く
。

問
（
濱
﨑
議
員
）

水
道
料
金
の
滞
納
額

が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

対
策
は
。

答
（
水
道
課
長
）

税
務
課
と
連
携
を
図

り
、
業
務
を
推
進
し
た
い
。

賛
成
10 

反
対
３ 

可
決

［
主
な
質
疑
］

問
（
浦
辺
議
員
）

実
質
公
債
費
比
率
が

去
年
は
18
％
を
超
え
て
い

た
が
、
今
年
は
17
％
と
な

っ
た
。
今
後
は
。

答
（
総
務
課
長
）

下
水
道
の
赤
字
が
解

消
し
、
一
般
会
計
の
地
方

債
も
償
還
の
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
て
い
る
た
め
、
今
後
も

比
率
は
低
下
し
て
い
く
見

込
み
だ
。
起
債
の
許
可
が

不
要
と
な
り
、
県
の
同
意

を
得
た
う
え
で
起
債
を
発

行
す
る
こ
と
に
な
る
。

平
成
23
年
度　

19
・
４
％

平
成
24
年
度　

18
・
５
％

平
成
25
年
度　

18
・
４
％

平
成
26
年
度　

17
・
０
％

は
、
維
持
管
理
な
ど
の
見

直
し
な
ど
で
、
即
は
ね
返

る
と
い
う
結
果
に
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

問
（
竹
本
議
員
）

浄
化
セ
ン
タ
ー
更
新

工
事
委
託
料
の
設
計
を
見

直
し
、
事
業
費
を
縮
減
し

た
と
あ
る
が
、
そ
れ
で
不

都
合
は
出
て
こ
な
い
の
か
。

答
（
下
水
道
課
長
）

人
口
減
少
に
よ
る
施

設
の
見
直
し
や
将
来
的
な

必
要
容
量
な
ど
も
検
討

し
、
設
計
を
見
直
し
た
も

の
で
、
不
都
合
は
出
て
い

な
い
。

問
（
濱
﨑
議
員
）

対
象
人
口
は
何
人
で

計
画
し
て
い
る
の
か
。

答
（
下
水
道
課
長
）

下
水
道
の
対
象
人
口

は
４
万
９
１
０
０
人
で
計

画
を
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和

62
年
に
２
万
７
５
０
０
人

へ
、
平
成
10
年
に
１
万
９

８
０
０
人
、
平
成
16
年
に

１
万
８
１
０
０
人
、
平
成

21
年
に
１
万
５
４
０
０
人

に
見
直
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

賛
成
11 

反
対
２ 
可
決

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
９
月
１
日
現
在
の
入

所
待
機
者
数
は
２
０
４

名
、
う
ち
町
内
者
は
１
４

１
名
だ
。

問
（
福
永
議
員
）

決
算
の
差
引
残
額
の

余
り
を
補
正
で
予
備
費
に

組
ん
で
あ
る
。
基
金
に
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

基
金
の
積
立
て
に
つ

い
て
は
検
討
す
る
。

賛
成
11 

反
対
２ 

可
決

高
齢
者
医
療
の
安
定
的

確
保
を

賛
成
11 
反
対
２ 

可
決

問
（
大
森
議
員
）

人
口
が
減
少
し
て
お

り
、
そ
れ
が
下
水
道
料
金

の
上
昇
と
し
て
は
ね
返
っ

て
く
る
の
で
は
と
危
惧
す

る
が
。

答
（
下
水
道
課
長
）

人
口
減
少
も
含
め
、

縮
小
の
計
画
を
し
て
き
て

い
る
。
使
用
料
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療

公
共
下
水
道

水
道
事
業

浄
化
槽
施
設
整
備
事
業

健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率

平成26年度  特別会計決算を認定
区分 歳　入 歳　出 差引き額 翌年度への

繰越すべき財源 実質収支 前年度
実質収支 単年度収支

国保 21億6100万円 21億4200万円 1900万円 0 1900万円 △1600万円 3500万円

介護 17億1700万円 16億0200万円 1億1500万円 0 1億1500万円 6800万円 4700万円

後期	 1億8400万円 1億8300万円 100万円 0 100万円 200万円 △100万円

下水	12億2200万円 12億2100万円 100万円 0 100万円△1億6500万円 1億6600万円

浄化	 1200万円 1100万円 100万円 0 100万円 100万円 0
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定　例　会

地方創生に向け元気に泳ぎまわる、まちのシンボル ≪金魚≫
○金魚マイスター育成事業	 ：30万円
　専門家を招き講習会等を開催し長洲金魚に関する説明ガイド等を行う
金魚マイスターを育成する。
○金魚と鯉の郷広場活用事業	：200万円
　金魚をテーマとしたイベント、新規作成水槽による金魚の展示会を開催
し、入場者の増加を図り、観光地域づくりを推進する。
○金魚の館遊具設置事業	 ：200万円
　キッズスペースを充実させるため、新たな遊具を設置し利用者の増加を目指す。

長洲ブランドを高める水産業の振興を目指して
○あさり漁獲向上・干潟環境改善調査研究委託料：130万円
　福岡大学産学官連携研究機関水循環・生態系再生研究所と連携協力を締結、あさり
貝の漁獲向上を図るために干潟環境の調査研究を実施する。

安心・安全で快適なまちに
○空き家対策事業	 ：200万円
　町内の老朽危険空家等の解体・除去を行う者に対し、経費の一部を助成。
○防犯灯整備事業	 ：150万円

平成27年度　補正予算

一般会計へ 1億885万円を追加
総額61億2376万円　賛成11 反対2

地方創生で、まちを元気に!!・・・地方創生費：1172万円

10月から番号通知スタート、マイナンバー制度対応および新住民サービス創出へ
○個人番号通知カード・個人番号カード交付事務事業：633万円
　個人番号通知カード・個人番号カードの発行事務を国の補助金を活用して実施。

企業誘致推進事業(地方創生費)	 ：262万円 消防団員安全装備品整備等助成事業	：171万円
金魚と鯉の郷広場案内板整備事業	 ：150万円 介護予防拠点整備事業（東荒神）	 ：750万円
くまもとの木とふれあう木育推進事業	：		50万円 地域少子化対策強化事業	 ：516万円
健康診査・保健指導事業	 ：432万円 圃場整備事業（第二腹赤地区）	 ：253万円
新塘線環境整備事業	 ：390万円 道路補修・安全施設修繕等事業	 ：300万円
長洲ふるさと塾事業	 ：		43万円 六栄小学校運動場整地事業	 ：295万円
中学校楽器購入事業（特定寄付金）	 ：200万円 小中学校体育館非構造物部材改修事業	：688万円

環境にやさしい地中熱ヒートポンプ導入に向けた事業化計画に着手
○公共施設への地中熱利用に係る事業化計画策定事業：945万円
　役場庁舎、ながす未来館の空調のCO2排出量削減、省エネ化を推進するため、地中熱ヒートポンプ
を利用した空調設備等の導入に向け、地中の温度や地中伝導率等を測定し、省エネ設備を導入した場
合の設備導入経費、ランニングコストの削減効果やCO2削減量等を調査し、事業化計画を策定する。

平成27年度　補正主要事業

可
決
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定　例　会

◯
教
育
委
員
の
任
命

全
員
賛
成　

推
薦

◯
監
査
委
員
の
選
任

全
員
賛
成　

推
薦

◯
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正［主
な
内
容
］

　

来
年
１
月
以
降
に
交
付

さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
再
交
付
に
は
、
手
数
料

が
発
生
す
る
た
め
。

賛
成
11 
反
対
２ 

可
決

人　

事
田中　伏美さん
（建浜区）

磯野　博さん
（西荒神区）

◯
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正

［
主
な
内
容
］

　

本
年
10
月
か
ら
行
政
手

続
き
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
番
号
法
が

施
行
さ
れ
る
が
、
現
行
の

個
人
情
報
保
護
法
よ
り
厳

格
な
個
人
情
報
保
護
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
た
め
。

賛
成
12 

反
対
１ 

可
決

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
向
け
条
例
改
正

大
牟
田
市
と
の
定
住
自
立
圏
さ
ら
に
前
進

− 特別会計補正予算 −

それぞれの会計で決算にともなう補正

会　計 補正額 総　額 内　容 結　果

国民健康保険 881万円 23億8511万円 システム改修のため
全員賛成
可　決

介護保険 1億465万円 17億7415万円
決算に伴う一般会計か
らの繰入金の精算

賛成12	反対1
可　決

後期高齢者医療 79万円 1億8779万円
決算に伴う、繰越金の
追加と繰入金の精算

全員賛成
可　決

公共下水道 91万円 15億7631万円
決算余剰金の発生に伴
う一般会計への繰出し

全員賛成
可　決

浄化槽施設整備事業 134万円 1634万円
決算余剰金の発生に伴
う一般会計への繰出し

全員賛成
可　決

◯
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

の
一
部
を
変
更
す
る
協
定

の
締
結

［
主
な
改
正
］

①
教
育
・
文
化
の
取
組
事

項
と
し
て
、
圏
域
内
の
文

化
振
興
を
図
る
た
め
項
目

を
追
加
し
、
関
係
市
町
と

情
報
を
収
集
し
、
発
信
す

る
取
り
組
み
を
追
加
。

②
大
牟
田
駅
周
辺
の
整
備

が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、

大
牟
田
市
、
長
洲
町
に
お

い
て
公
共
交
通
の
よ
り
一

層
の
利
用
を
進
め
る
と
い

う
こ
と
で
、「
整
備
促
進
」

を
「
利
用
促
進
」
に
変
更
。

③
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

で
、
有
明
海
沿
岸
道
路
の

次
に
、「
主
要
幹
線
道
路
」

を
加
え
る
。

④
圏
域
内
外
住
民
と
の
交

流
、
移
住
の
促
進
で
、「
に

ぎ
わ
い
交
流
拠
点
の
整
備

を
行
う
と
と
も
に
」
を
削

り
、「
近
代
産
業
遺
産
を

初
め
と
す
る
地
域
資
源
の

魅
力
の
向
上
及
び
活
用
を

図
り
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
努
め
る
」
に
改
め
る
。

⑤
戦
略
的
な
広
域
観
光
の

振
興
で
、「
集
客
の
増
加

及
び
周
遊
を
図
る
催
事
を

行
う
。」
を
加
え
る
。

⑥
大
牟
田
市
、
長
洲
町
が

実
施
し
て
い
る
「
災
害
や

暮
ら
し
の
情
報
メ
ー
ル
サ

ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
運
営

を
図
る
」
を
追
加
。

全
員
賛
成 

可
決



10潮さい（H27.11.15 No.123）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

ど
う
な
る
？
小
学
校
の
部
活
動

答
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
社
会
体
育
へ
移
行

世界大会への
かかわりを

安心して移行できる体制を

4
年
後
、熊
本
開
催
の
世
界
大
会
に

町
と
し
て
積
極
的
に
関
わ
れ
な
い
か

（
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
・
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
）

答

県
の
お
も
て
な
し
の

お
手
伝
い
を
と
考
え
て
い
る

問
県
教
育
委
員
会
は
昨

年
、
県
内
の
小
学
校

部
活
動
を
早
け
れ
ば
今
年

度
か
ら
、
順
次
、
社
会
体

育
へ
移
行
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
学
童
ス

ポ
ー
ツ
は
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
が
、
町
の
現
状
は

ど
う
な
の
か
。
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
で
き
る
体
制
は
と

ら
れ
て
い
る
の
か
。

問
２
０
１
９
年
に
熊
本

で
開
催
さ
れ
る
、
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選

手
権
や
、
同
年
、
熊
本
も

会
場
と
な
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。
町
と
し

て
も
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ

答
（
教
育
長
）

運
動
部
活
動
及
び
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
基
本
方
針

の
中
で
、
小
学
校
の
部
活

動
に
つ
い
て
は
、
各
市
町

村
の
社
会
体
育
へ
移
行
す

る
と
の
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
本

町
で
は
今
後
の
移
行
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
小
学
校
、

保
護
者
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
に
何
ら
か
の
形
で

関
わ
れ
な
い
か
。
町
民
と

し
て
夢
や
希
望
、
自
信
や

誇
り
を
持
つ
こ
と
に
つ
な

が
る
と
思
う
。

答
（
町
長
）

世
界
大
会
が
熊
本
で

団
体
等
の
関
係
者
か
ら
な

る
検
討
委
員
会
を
設
け
、

議
論
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
具
体
的
な
移
行
体
制

に
つ
い
て
更
に
進
め
て
い

き
た
い
。

問
保
護
者
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

放
課
後
、
学
校
で
行
わ
れ

る
の
か
、
ま
た
更
な
る
費

用
負
担
が
発
生
す
る
の
で

は
と
い
う
不
安
が
あ
る
。

子
ど
も
を
真
ん
中
に
考
え

て
の
移
行
を
期
待
し
て
い

る
。答

（
教
育
長
）

検
討
委
員
会
で
も
、

そ
の
事
が
と
て
も
重
要
と

考
え
て
お
り
、
長
洲
独
自

の
部
活
動
、
社
会
体
育
へ

の
移
行
を
模
索
し
て
い
き

た
い
。

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
県
民

の
一
人
と
し
て
大
変
喜

び
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

町
と
し
て
も
好
機
と
捉
え
、

県
と
情
報
交
換
を
図
り
な

が
ら
、
お
手
伝
い
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
１
９
９
７
年
に
男
子

の
世
界
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
が
熊
本
で

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
大

会
の
主
旨
で
あ
る
三
つ
の

目
標
は
、「
国
際
友
好
親

善
の
促
進
」「
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
」「
地
域
経
済
の
活
性

化
」
で
あ
り
、
そ
の
時
は

小
・
中
学
校
の
学
校
観
戦

が
計
３
３
０
校
。
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
語
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
、
約

１
９
０
０
名
。
応
援
、
交

流
と
し
て
大
会
に
参
加
し

た
24
カ
国
全
て
に
、学
校
、

企
業
、
地
域
、
各
種
交
流

団
体
に
よ
る
応
援
団
が
結

成
さ
れ
、
各
会
場
に
お
い

て
友
情
応
援
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
ま
た
交
流
事
業

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
多
彩
な
交
流
が
行
わ

れ
て
い
る
。
新
聞
報
道
で

は
、
す
で
に
手
を
挙
げ
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
と
い

う
が
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

ま
だ
、
は
っ
き
り
と

決
ま
っ
て
い
な
い
と
の
こ

と
だ
。

市原一広議員

シュート！
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

金
魚
村
の
目
的
外
使
用
違
反
を
処
分
し
な
い
理
由

答
当
時
確
認
す
べ
き
だ
っ
た

消
火
活
動
に
出
動
不
便
な

４
分
団
格
納
庫
に
つ
い
て

横
塘
線
の
改
良
対
策
は

た
て
た
か

教
育
基
本
方
針
に
つ
い
て

今
も
変
わ
ら
な
い
か

答

道
路
拡
張
を

考
え
て
い
る

答

適
宜
行
う

答

学
校
で
の
暴
力
防
止
は

全
力
を
挙
げ
る

問
先
の
議
会
は
質
問
時
間
制
限
で
、
真

意
を
聞
け
な
か
っ
た
が
、今
も
変
わ
ら

な
い
か
伺
う
。
学
校
内
の
暴
力
被
害
者
の

女
生
徒
は
住
民
で
あ
り
、そ
の
兄
弟
姉
妹
、

親
戚
も
同
じ
住
民
だ
。

　

町
当
局
者
が
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に

応
じ
な
い
。
そ
の
も
ど
か
し
さ
が
も
と
で

裁
判
に
な
っ
た
。
町
長
と
し
て
、
被
害
者

へ
の
、い
た
わ
り
の
言
葉
を
期
待
し
た
が
、

ガ
ッ
カ
リ
し
た
。

　

長
洲
中
学
校
が
、う
っ
か
り
ミ
ス
し
て
、

安
全
配
慮
に
欠
け
た
こ
と
が
、
教
育
委
員

会
が
、
町
も
教
育
委
員
会
も
責
任
が
あ
る

と
、
答
弁
し
た
証
で
あ
る
。

答
（
教
育
長
）

裁
判
中
で
あ
り
、発
言
は
控
え
る
。

問
違
反
行
為
を
、
条
例

な
ど
に
よ
り
、
処
分

し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

問
い
つ
実
現
す
る
の
か
災
害
は
突
然

発
生
す
る
。

答
（
町
長
）

地
元
区
と
と
も
に
、土
地
所
有
者
に
、

相
談
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
学
童
の
通
学
路
と
し
て
対
策
は
と

っ
た
か
。

答
（
建
設
課
長
）

民
地
と
の
境
界
は
、
今
後
進
め
な
が

ら
、
適
宜
補
修
を
し
て
い
き
た
い
。

金魚村の作業所

　

こ
の
他
の
質
問

○
議
員
の
定
数
を
５
人
位

に
削
減
し
て
は
ど
う

か
。

○
住
民
提
供
に
よ
る
４
ｍ

道
の
確
保
で
定
住
構
想

を
○
津
波
防
災
対
策

○
不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
書

類
送
検

○
熊
日
販
売
の
「
み
て
は

い
よ
」
な
ど
誤
字
脱
字

○
長
洲
港
の
船
だ
ま
り
は

新
設
不
要
で
は
な
い
か

○
日
立
造
船
宮
野
社
宅
の

町
営
住
宅
化

○
新
川
漁
港
対
策
で
、
使

用
者
は
玉
名
市
、
改
修

費
は
長
洲
町
払
い
は
疑

問
、
玉
名
市
よ
り
貸
付

料
を
徴
収
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

濱﨑　久議員答
（
町
長
）

現
在
、
不
法
占
有
状

態
が
改
ざ
ん
さ
れ
た
の
で

考
え
て
い
な
い
。
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

ふ
る
さ
と
塾
で
何
を
学
び
ど
う
導
く
の
か

答
地
域
の
資
源
や
自
然
を
学
び
郷
土
愛
を
育
み
た
い

有明海の宝　みーっけ！！

『
女
性
の
活
躍
推
進
法
』を生

か
す
に
は

答

町
内
企
業
ト
ッ
プ
へ
の

意
識
の
啓
発
を
図
り
た
い

問
地
域
の
寺
子
屋
教
室

と
し
て
海
塾
が
開
催

さ
れ
た
が
、
状
況
は
。

問
将
来
へ
の
導
き
や
助

言
を
す
る
未
来
塾
の

よ
う
な
女
性
の
活
躍
推
進

答
（
学
校
教
育
課
長
）

小
学
１
年
〜
３
年
生

の
12
名
が
参
加
。
磯
の
館

の
た
め
の
新
た
な
政
策
の

考
え
は
な
い
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

実
践
型
雇
用
創
造
協

議
会
に
お
い
て
女
性
の
働

く
場
を
創
り
出
し
て
も
ら

う
取
り
組
み
や
、
求
職
セ

ミ
ナ
ー
等
を
企
画
し
て
、

起
業
・
創
業
や
雇
用
に
つ
な

げ
た
い
。

女性が活躍する社会の実現

都道府県

市区町村

国

地域経済
団体

農林水産
団体

地域金融
機関

NPO等
教育機関

男女
センター

多様な主体による女性活躍支援ネットワーク

で
海
の
生
き
物
を
学
習
し

海
辺
で
の
現
地
学
習
会
後

は
、
図
鑑
等
で
調
べ
学
習

す
る
な
ど
率
先
し
て
取
り

組
む
意
欲
が
見
ら
れ
た
。

問
ふ
る
さ
と
学
習
の
ね

ら
い
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

各
地
域
の
介
護
予
防

拠
点
施
設
を
活
用
し
、
自

然
体
験
を
通
し
て
地
域
を

知
り
、
学
ぶ
意
欲
を
養
い

基
礎
的
人
間
関
係
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

問
指
導
者
に
知
恵
や
経

験
の
あ
る
高
齢
者
を

お
願
い
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

町
内
の
知
識
、
経
験

を
持
つ
方
々
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

問
ふ
る
さ
と
学
習
を
今

後
、
学
習
支
援
に
広

げ
ら
れ
な
い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

指
導
者
確
保
の
課
題

は
あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
考
え
な
が
ら
学
習

支
援
も
検
討
し
た
い
。

福本みや子議員

女性 企業

支援・情報提供等

人材、資金、ノウハウ
等の提供・共有
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

地
方
創
生
を
長
洲
町
発
展
の
き
っ
か
け
に

答
地
域
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る

問
地
方
創
生
を
長
洲
町

発
展
の
き
っ
か
け
に

し
た
い
が
、
住
民
の
立
場

で
批
判
や
チ
ェ
ッ
ク
も
大

事
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

後
退
さ
せ
な
い
取
り
組
み

を
求
め
た
い
。
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）

地
域
経
済
の
好
循
環

を
生
み
出
す
た
め
の
取
り

組
み
が
地
方
創
生
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

私
も
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
が
な
い
よ
う
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
地
方
創
生
の
問
題
と

昨
年
話
題
に
な
っ
た

消
滅
可
能
性
都
市
や
平
成

の
大
合
併
を
リ
ン
ク
し
て

考
え
て
し
ま
う
。
政
策
的

に
道
州
制
に
誘
導
す
る
も

の
で
は
な
い
か
。
財
界
ト

ッ
プ
は
道
州
制
推
進
だ
が

ど
う
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）

消
滅
可
能
性
都
市
は

地
域
の
人
口
問
題
等
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。
町
の
総
合
戦

略
で
、
将
来
的
な
人
口
減

少
の
抑
制
を
図
る
た
め
の

各
種
政
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

地
方
創
生
が
市
町
村
合
併

に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
る
。

問
町
主
催
の
地
方
創
生

講
演
会
を
聞
い
て
、

成
功
さ
せ
る
に
は
、
住
民

の
参
加
意
識
を
高
め
、
主

体
的
に
か
か
わ
る
意
欲
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
た
。
そ
の
点
は

ど
う
考
え
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

地
方
創
生
を
実
現
す

る
に
は
、
行
政
だ
け
で
は

で
き
な
い
。
民
間
企
業
や

金
融
機
関
、
地
域
住
民
の

方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が

あ
る
か
と
思
う
。
町
の
総

合
戦
略
は
、
オ
ー
ル
長
洲

町
で
や
っ
て
い
く
位
置
づ

け
で
、
皆
さ
ん
方
の
意
見

を
聞
き
、
か
か
わ
り
あ
い

な
が
ら
地
方
創
生
の
実
現

を
図
っ
て
い
く
。

問
来
年
度
予
算
は
総
合

戦
略
策
定
後
に
な
る

と
思
う
が
、
総
合
戦
略
の

内
容
と
整
合
性
を
持
っ
て

編
成
す
る
こ
と
に
な
る
の

か
。答

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

新
型
交
付
金
の
制
度

も
ま
だ
見
え
て
い
な
い
。

国
の
予
算
額
が
１
０
８
０

億
、
事
業
効
果
が
２
１
０

０
億
と
も
報
道
が
あ
る
が
、

町
の
予
算
、
事
業
を
ど
う

す
る
か
は
今
後
検
討
す
べ

き
課
題
で
あ
る
。
町
の
総

合
戦
略
、
地
方
創
生
を
実

現
し
て
い
く
考
え
か
ら
す

る
と
、
予
算
編
成
に
も
優

先
的
に
位
置
づ
け
る
流
れ

に
な
る
か
と
考
え
る
。

大森秀久議員

〈用語解説〉

地域の観光振興を戦略的に推進する専門的な機関
のこと

（「経済財政諮問会議」〈６月１日〉提出資料から）

図　「新型交付金」による支援のイメージ

「KPI」：重要業績評価指標
「PDCA」：Plan(計画)、Do(実施)、Check(評価)
　　　　　　Action(改善)のこと
「日本版CCRC」とは
高齢者の地方移住を推進することを意味します
「日本版DMO」とは

　　　確保・育成
②既存事業の隘路を発見し、打開する取組（政策間連携）
　　◍既存制度に合わせて事業を行うのではなく、地方公共団体自身が既存事
　　　業の隘路を発見し、打開するために行う取組
③先駆的事例・優良事例の横展開
　　◍地方創生の深化のすそ野を広げる取組

　　◍新たな「担い手づくり」：地方創生の事業推進主体の形成、中核的人材の

「新型給付金」を創設し、地方創生の深化を図る先駆的・優良的な取組を支援

　 ◆具体的な「成長目標の設定」と「ＰＤＣＡサイクルの確立」

「新型交付金」により、従来の「縦割り事業」を越えた取組を支援

　 ◆「新型交付金」の支援対象
①先駆性のある取組（例：日本版CCRC、日本版DMO、小さな拠点等）
　　◍新たな「枠組みづくり」：官民協働や地域間連携

具体的な「成果目標(KPI)設定」 「PDCAサイクル」の確立

〈用語解説〉

「KPI」：重要業績評価指標

「PDCA」：Plan（計画）、Do（実施）、Check（評価）、Action（改善）のこと

「日本版CCRC」とは
高齢者の地方移住を推進することを意味します

「日本版DMO」とは
地域の観光振興を戦略的に推進する専門的な機関のこと
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に「
生
き
る
力
」の
育
成
を
!!

答
「
生
き
る
力
」を
育
む
学
校
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い若い優秀な人材の確保と育成を

新
し
い
町
職
員
採
用
制
度
の

導
入
と
人
材
育
成
を
!!

答

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た

人
事
戦
略
を
構
築
し
た
い

問
児
童
一
人
ひ
と
り
が

「
生
き
る
力
」
を
身
に

付
け
、
し
っ
か
り
と
し
た

勤
労
観
・
職
業
観
を
形
成

し
、
一
人
一
人
の
キ
ャ
リ

ア
発
達
を
支
援
す
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ

と
が
、
地
方
創
生
の
目
指

す
方
向
で
は
な
い
か
。

問
若
い
優
秀
な
人
材
を

確
保
す
る
た
め
に
、

技
術
系
区
分
を
除
き
、
専

門
試
験
を
廃
止
し
、
よ
り

人
物
を
重
視
し
た
試
験
内

①
「
生
き
る
力
の
育
成
」

の
取
り
組
み
状
況
は
。

②
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
状

と
課
題
は
何
か
。

③
キ
ャ
リ
ア
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
必
要
性
に

つ
い
て
。

答
（
教
育
長
）

①
生
き
る
力
を
身
に

容
と
す
る
な
ど
、
新
し
い

採
用
制
度
の
導
入
は
で
き

な
い
か
、
町
の
見
解
を
伺

う
。

付
け
る
た
め
に
「
確
か
な

学
力
の
育
成
」「
豊
か
な
心

の
育
成
」「
健
康
・
体
力
の

向
上
」
こ
の
三
本
の
柱
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
は
ぐ
く
む

学
校
教
育
の
推
進
を
図
っ

て
い
る
。

②
小
学
校
で
は
、
低
学
年
、

中
学
年
、
高
学
年
の
発
達

段
階
で
、
中
学
校
で
は
、

学
年
ご
と
に
道
徳
教
育
、

特
別
活
動
、
職
場
体
験
な

ど
、
社
会
的
・
職
業
的
自

立
に
向
け
た
教
育
を
推
進

し
て
い
る
。
課
題
は
、
児

童
一
人
ひ
と
り
が
志
と
夢

を
も
ち
、い
か
に
勤
労
観
・

職
業
観
を
育
む
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
推
進
す
る
か
で
あ

る
。

③
学
校
と
地
元
企
業
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
連

携
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

社
会
が
一
体
と
な
っ
て
子

ど
も
を
育
て
る
、
地
域
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育

成
・
活
用
事
業
を
推
進
し

て
い
る
。

答
（
町
長
）

現
在
、
一
般

行
政
職
は
、
大
卒

程
度
の
教
養
試

験
、
行
政
の
専
門

試
験
、
職
場
適
応

試
験
を
実
施
。
専

門
職
は
、
民
間
企

業
職
務
経
験
年

数
、
有
資
格
者
で

あ
る
こ
と
を
勘
案

し
、
一
部
の
試
験

を
設
け
ず
、
幅
広

い
人
材
の
登
用
を

進
め
て
い
る
。
ま

た
、
面
接
試
験
で

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
等
、
人
物
を
重
視
し

た
試
験
の
実
施
を
図
っ
て

い
る
。

問
新
規
採
用
後
の
若
手

職
員
の
早
期
の
人
材

育
成（
研
修
）が
喫
緊
の
課

題
と
考
え
る
が
、
現
在
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答
（
町
長
）

新
規
採
用
職
員
研
修

の
取
り
組
み
は
、
公
務
員

と
し
て
の
自
覚
、
心
構
え
、

接
遇
、
仕
事
の
進
め
方
や

能
力
向
上
の
た
め
の
派
遣

研
修
を
行
い
、
併
せ
て
、

地
域
と
の
交
流
や
ふ
れ
あ

い
を
奨
励
し
て
い
る
。

子どもたちに「生きる力」を

竹本信次議員



15 潮さい（H27.11.15 No.123）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
取
り
組
み
は

答
教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
と
量
の
拡
充

防災・衛生面・景観から対策が急がれる空家

空
家
等
の
適
正
管
理
及
び
有
効
活
用
を

答

町
空
家
等
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、

効
果
的
な
対
策
を

問
今
年
４
月
か
ら
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
大

き
な
転
換
期
と
な
っ
た
年

問
空
家
等
の
適
正
管
理

及
び
有
効
活
用
に
関

す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
た

が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
（
町
長
）

空
家
解
体
除
去
の
補

助
制
度
、
空
家
中
古
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
創

度
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
に
、
子
ど
も
へ

の
虐
待
や
貧
困
、障
が
い
、

発
達
障
が
い
に
関
す
る
問

題
も
多
々
あ
る
。
そ
れ
ら

設
し
、
促
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
外

部
の
有
識
者
等
で
構
成
す

る
町
空
家
等
対
策
協
議
会

を
開
催
し
、
よ
り
効
果
的

な
対
策
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

を
含
む
町
の
こ
れ
か
ら
の

総
合
的
な
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
ま
で
の
総
合
的
な

相
談
支
援
の
実
施
を
行

い
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支

援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
妊
娠
中
や
子
育
て
中

の
方
は
、
日
々
多
く

の
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ

る
と
思
う
。
い
ま
課
題
と

さ
れ
て
い
る
気
に
な
る
子

へ
の
支
援
と
し
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

早
い
時
期
か
ら
専
門

家
に
よ
る
か
か
わ
り
が
大

切
で
あ
り
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
保
育
所
・
幼
稚
園

の
巡
回
相
談
を
実
施
し
、

保
護
者
の
理
解
を
得
な
が

ら
お
子
様
や
保
護
者
の
方

へ
の
ケ
ア
に
努
め
る
。

問
幼
児
期
に
お
け
る
英

語
教
育
の
導
入
や
幼

児
教
育
の
無
償
化
な
ど
が

国
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
教
育
の
充
実
し
た

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
立
保
育
所
検
討
委
員
会

か
ら
、
将
来
的
に
全
保
育

所
民
営
化
と
い
う
提
言
を

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

将
来
を
担
う
町
の
子

ど
も
に
と
っ
て
最
善
の
利

益
と
な
る
よ
う
、
提
言
い

た
だ
い
た
こ
と
を
検
討
し

進
め
て
い
く
。

園庭で元気に遊ぶ子どもたち

荒木睦子議員



16潮さい（H27.11.15 No.123）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

計
画
的
な
更
新
事
業
を
検
討
す
る
時
期
で
は

答
公
共
施
設
管
理
計
画
策
定
を
来
年
度
予
定
し
て
い
る

常
時
外
観
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に

国
旗
等
上
掲
し
て
は
ど
う
か

答

掲
揚
台
で
行
っ
て
い
き
た
い

問
先
日
の
台
風
15
号
の

直
撃
に
よ
り
、
県
内

は
も
と
よ
り
、
町
内
に
お

い
て
も
多
数
の
被
害
が
見

受
け
ら
れ
た
。
公
共
施
設

の
被
害
状
況
は
。

答
（
町
長
）

公
共
施
設
の
建
物
は

町
営
住
宅
平
原
団
地
の
屋

根
や
腹
赤
小
学
校
校
舎
時

計
台
の
壁
面
の
一
部
が
飛

問
学
校
、
町
、
国
を
想

う
取
り
組
み
の
中
で

小
中
学
校
敷
地
内
等
の
誰

も
が
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に

日
の
丸
、
町
章
、
校
章
を

散
し
た
が
、
幸
い
に
も
大

き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

問
長
洲
小
体
育
館
は
普

段
か
ら
若
干
雨
漏
り

が
発
生
し
て
い
た
と
思
う

が
、
今
回
の
台
風
で
の
影

響
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

横
風
に
よ
り
全
般
的

に
若
干
の
影
響
は
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
特
別

掲
げ
る
取
り
組
み
を
し
て

は
ど
う
か
。

答
（
教
育
長
）

国
旗
の
掲
揚
に
つ
い

て
は
授
業
日
、
行
事
や
大

な
不
具
合
は
な
か
っ
た
。

問
雨
漏
り
は
建
物
に
と

っ
て
重
大
な
瑕か

し疵
に

な
る
。
修
繕
し
て
雨
漏
り

し
て
の
イ
タ
チ
ご
っ
こ
だ

と
老
朽
化
に
拍
車
を
か
け

て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
改

善
策
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

今
後
、
劣
化
に
伴
っ

て
、
改
修
を
し
な
い
と
対

応
で
き
な
い
場
合
も
先
々

は
出
て
く
る
か
と
思
う
。

修
繕
計
画
、
改
修
計
画
等

た
て
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
う
。

答
（
町
長
）

来
年
度
策
定
を
予
定

し
て
い
る
公
共
施
設
管
理

計
画
の
中
で
、
施
設
の
老

朽
化
等
を
含
め
た
施
設
カ

ル
テ
を
作
成
し
、
老
朽
化

度
合
い
を
踏
ま
え
た
施
設

の
保
全
計
画
、
長
寿
命
計

画
を
策
定
し
、
修
繕
費
用

や
更
新
費
用
等
の
平
準
化

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

会
や
、
可
能
な
限
り
祝
祭

日
に
行
っ
て
い
る
。
校
章

に
つ
い
て
は
体
育
館
に
上

掲
し
て
い
る
。
町
章
に
つ

い
て
は
国
旗
や
校
章
の
よ

う
に
上
掲
し
て
い
な
い
。

今
後
、
小
型
の
町
章
を
全

て
の
小
中
学
校
へ
配
布

し
、
機
会
を
捉
え
て
指
導

し
て
い
き
た
い
。

問
掲
揚
台
に
な
び
く
旗

と
は
別
に
、
四
六
時

中
、
３
６
５
日
い
つ
も
掲

示
し
て
い
る
も
の
を
私
は

思
い
描
い
て
い
る
。
再
度

検
討
の
考
え
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

現
在
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
掲
揚
台
で
で
き

る
限
り
の
国
旗
掲
揚
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

公共施設を大切に

いつでも見えるところに

磯野　博議員



17 潮さい（H27.11.15 No.123）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

くまもと家庭教育10カ条

家
庭
教
育
、保
護
者
の
役
割
は

答
家
庭
は
教
育
の
原
点
、
出
発
点
で
あ
る

定
住
促
進
を
、ど
の
よ
う
に
進
め
る
か

答
民
間
と
協
力
、
定
住
化
を
推
進
し
た
い

問
公
民
連
携
の
定
住
促

進
を
、
本
町
で
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答
（
町
長
）

よ
け
の
上
の
定
住
促

進
道
路
は
、
住
宅
用
の
宅

地
を
民
間
開
発
で
促
進
す

る
予
定
。
出
町
地
区
は
土

地
区
画
整
理
事
業
で
、
地

権
者
に
よ
る
準
備
会
を
設

立
し
事
業
を
進
め
る
予

定
。
日
立
造
船
の
宮
野
社

問
子
ど
も
は
家
庭
で
の

正
し
い
生
活
習
慣
が

身
に
つ
か
な
い
と
、挨
拶
、

食
事
な
ど
の
基
本
的
行
動

が
取
れ
な
い
。
対
策
は
。

答
（
教
育
長
）

家
庭
で
の
基
本
的
生

活
習
慣
の
育
成
、
親
の
学

宅
に
つ
い
て
は
、
関
係
会

社
と
協
議
、
官
民
連
携
に

よ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問
出
町
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
は
今

後
、
ど
の
よ
う
な
予
定
で

進
め
て
い
く
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

周
辺
住
民
の
方
と
協

議
、
道
路
配
置
計
画
や
施

工
地
区
を
決
定
。
準
備
委

び
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
、

家
庭
教
育
講
演
会
開
催
、

人
権
教
育
の
実
施
。
ま
た
、

保
護
者
の
不
安
や
悩
み
を

軽
減
、
子
育
て
の
支
援
、

情
報
提
供
。
保
護
者
の
交

流
や
相
談
等
、
家
庭
教
育

の
向
上
に
努
め
た
い
。

員
会
を
設
立
。
区
画
整
理

事
業
の
許
可
申
請
を
27
年

度
申
請
。
28
年
度
工
事
着

手
と
考
え
て
い
る
。

問
よ
け
の
上
地
区
は
面

積
的
に
も
広
く
、
こ

れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
重

要
な
地
域
。
整
備
計
画
は

慎
重
に
す
べ
き
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

総
合
的
に
考
え
、
調

査
業
務
を
行
っ
て
い
く
。

都
市
計
画
等
の
用
途
も
係

っ
て
お
ら
ず
、
今
後
地
域

の
ビ
ジ
ョ
ン
等
を
策
定
、

開
発
等
の
進
め
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
宮
野
団
地
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ

で
建
て
替
え
と
い
う

事
か
。
ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に

は
Ｂ
Ｔ
Ｏ
と
Ｂ
Ｏ
Ｔ
が
あ

る
が
ど
ち
ら
で
い
く
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

民
間
の
資
金
を
活
用

す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
、
民
間
で

建
て
行
政
で
頂
き
、契
約
を

基
に
管
理
を
委
託
す
る
Ｂ

Ｔ
Ｏ
方
式
を
予
定
し
て
い
る
。

問
移
住
定
住
の
希
望
者

に
対
し
、
P
R
や
支

援
策
は
あ
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

住
宅
に
関
す
る
各
種

情
報
の
提
供
、
P
R
や
相

談
業
務
等
が
必
要
。
総
合

戦
略
の
中
に
も
明
記
し
て

い
き
た
い
。

今後の取り組みが待たれる（出町地区）

浦辺朝章議員

伝えよう
愛しているよの メッセージ

第１条 家族の信頼感

朝昼晩
元気にあいさつ 習慣に

第２条 あいさつの習慣化

教えよう
事の良し悪し 躾から

第３条 善悪の区別

「ありがとう」は
生きゆく心の 出発点

第４条 感謝の心

肥後っ子の
あすを支える がまん力

第５条 我慢する力

自分の命 みんなの命
どれもが世界で１つだけ

第６条 命の大切さ

家族仲良く 食事・団らん
心と体に栄養を

第７条 食事・団らん

体験で 得られる本物
知と心

第８条 体験の意義

この子もあの子も
地域で子育て みんなの宝

第９条 地域全体での子育て

我が家の１カ条
あなたのご家庭で付け加えてください。

第10条



18潮さい（H27.11.15 No.123）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

す
こ
や
か
館
・
中
央
公
民
館
の

駐
車
場
の
整
備
を

答

樹
々
の
剪
定
、
排
水
対
策
、

維
持
管
理
に
努
め
る

玉
名
方
面
、公
共
病
院
へ
の
運
行
は
考
え
ら
れ
な
い
か

答
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
行
う

問
き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー

は
運
行
開
始
か
ら
丸

４
年
が
た
っ
た
。
運
行
状

況
の
現
状
と
課
題
は
。

答
（
町
長
）

利
用
者
数
は
１
年
目

１
万
２
２
２
８
人
、
こ
と

し
の
９
月
ま
で
は
１
万
５

０
０
０
人
を
超
え
る
見
込

み
で
あ
る
。
財
政
負
担
に

つ
い
て
は
、
年
間
１
５
０

０
万
円
以
内
の
数
値
目
標

が
い
ま
町
の
経
費
は
１
０

０
０
万
円
以
下
で
運
行
し

て
お
り
財
政
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
外
出
で
き

な
か
っ
た
方
々
の
外
出
機

会
が
ふ
え
た
こ
と
や
、
利

用
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
な

ど
も
効
果
と
し
て
挙
が
っ

て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
利
用

者
数
が
大
幅
に
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
時
間
帯
に

よ
り
乗
車
で
き
な
い
こ
と

や
土
・
日
の
運
行
を
望
む

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

問
こ
れ
か
ら
免
許
証
の

返
納
の
方
も
増
え
て

い
く
中
、
現
在
は
町
内
と

荒
尾
方
面
の
運
行
だ
が
、

六
栄
校
区
の
方
な
ど
玉
名

方
面
の
利
用
も
し
や
す
い
。

玉
名
市
は
耳
鼻
科
や
眼
科

も
あ
り
、
玉
名
中
央
病
院

方
面
へ
の
運
行
は
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

そ
う
い
っ
た
声
も
聞

い
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

利
便
性
を
図
っ
て
い
く
か

は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今日も走る 町民の足

駐車場としての整備を

問
す
こ
や
か
館
前
の
駐

車
場
、
空
地
の
位
置

づ
け
は
。

答
（
総
務
課
長
）

体
育
館
を
解
体
し
た

後
の
利
用
と
し
て
、
今
の

と
こ
ろ
利
用
形
態
に
つ
い

て
は
決
定
し
て
い
な
い
。

問
公
民
館
は
年
間
１
万

７
０
０
０
人
以
上
の

利
用
者
が
あ
る
。
そ
の
駐

車
場
は
、
く
ぼ
ん
だ
穴
が

多
く
雨
が
降
れ
ば
水
た
ま

り
が
ひ
ど
く
、
整
備
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

い
ろ
ん
な
催
し
物
の

と
き
特
に
雨
天
時
、
足
元

に
水
た
ま
り
が
で
き
て
不

自
由
を
お
か
け
し
て
い
る

こ
と
は
十
分
現
状
を
認
識

し
て
い
る
。
砂
利
を
入
れ
、

排
水
対
策
も
検
討
し
た

い
。

問
公
民
館
の
駐
車
場
に

は
い
つ
見
て
も
多
く

の
車
が
駐
車
し
て
い
る

が
。答

（
生
涯
学
習
課
長
）

役
場
の
職
員
、社
協
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
利
用
し
て
い
る
。

問
私
の
提
案
だ
が
、
職

員
の
方
に
駐
車
料
と

し
て
月
１
０
０
０
円
ぐ
ら

い
出
し
て
も
ら
う
。
そ
の

よ
う
な
考
え
は
今
ま
で
な

か
っ
た
の
か
。

答
（
副
町
長
）

そ
の
よ
う
な
方
法
も

決
し
て
な
か
っ
た
こ
と
で

は
な
い
。
議
員
提
案
の
よ

う
に
、
今
後
気
持
ち
よ
く

町
内
・
町
外
の
皆
様
方
が

使
え
る
地
域
づ
く
り
を
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

樋口エミ子議員
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臨 時 議 会

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
、
２
３
０
０

万
円
を
追
加
し
15
億
７
５

０
０
万
円
と
す
る
。

〈
主
な
内
容
〉

　

上
沖
洲
汚
水
幹
線
管
路

の
破
損
更
正
工
事
の
た

め
。

全
員
賛
成 

可
決

〈
主
な
内
容
〉

◯
目
的

公
共
下
水
道
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
改
築
工
事
委
託

◯
協
定
の
方
法

随
意
契
約

◯
協
定
額

１
億
７
１
０
０
万
円

◯
協
定
先

日
本
下
水
道
事
業
団

全
員
賛
成 

可
決

平成27年８月11日

臨時議会
全議案可決

平成27年第１回

公
共
下
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
の
専
決

公
共
下
水
道
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
改
築
工
事

に
関
す
る
協
定
締
結

一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
、
２
２
０
０

万
円
を
追
加
し
60
億
１
５

０
０
万
円
と
す
る
。

〈
主
な
内
容
〉

　

上
沖
洲
に
高
齢
者
支
援

施
設
を
整
備
す
る
た
め
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
（
福
永
議
員
）

こ
の
事
業
は
既
存
の

施
設
の
中
で
出
来
な
か
っ

た
の
か
。
上
沖
洲
の
施
設

は
ほ
か
に
利
用
す
る
方
法

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

検
討
は
し
た
。
保
育

所
の
民
営
化
で
そ
の
跡
を

ど
う
活
用
し
て
い
く
か
、

町
の
歳
入
が
ふ
え
る
対
策

も
検
討
し
た
い
。

賛
成
11 

反
対
２ 

可
決

安全保障法制の慎重審議を
求める意見書　国へ提出！

︹
内
容
〕

　

現
在（
９
月
18
日
現
在
）国
会
で
は「
安
全
保
障
法

制
」の
法
整
備
に
向
け
た
関
連
法
案
と
し
て「
国
際

平
和
支
援
法
案
」と「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
」の

２
法
案
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。こ
の
法
案
の
内
容
や
、

本
来
個
別
に
慎
重
審
議
す
べ
き
で
あ
る
10
本
の
法
案

を「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
」と
し
て
ひ
と
く
く

り
に
審
議
す
る
と
い
う
進
め
方
に
対
し
、国
民
か
ら

の
疑
問
や
不
安
の
声
が
高
ま
っ
て
お
り
、国
会
で
の

審
議
を
慎
重
か
つ
丁
寧
に
進
め
る
よ
う
、強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

総
務
保
健
福
祉
常
任
員
会「
採
択
」（
全
員
賛
成
）

︹
採
択
の
理
由
〕

　

国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
「
安
全
保
障
法
制
」
及

び
関
連
法
案
の
審
議
や
審
議
方
法
に
対
し
、
慎
重
か

つ
丁
寧
に
進
め
国
民
に
説
明
が
必
要
と
の
意
見
が

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

国
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

︹
本
会
議
〕

「
採
択
」（
全
員
賛
成
）
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次の定例会は

開会の予定です

※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！

■問い合わせ先

電話　
議会事務局

７８－３２９１

手続きは住所・氏名・年令を書くだけです

20潮さい（H27.11.15 No.123）「ながす議会だより 潮さい」は　　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索

ひ
と
言

広
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委
員

委
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長
　
徳
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範
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長
　
竹
本
　
信
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委
　
員
　
福
本
み
や
子

委
　
員
　
大
森
　
秀
久

委
　
員
　
荒
木
　
睦
子

委
　
員
　
磯
野
　
　
博

委
　
員
　
市
原
　
一
広

発
行
責
任
者

議
　
長
　
松
井
　
一
也

N
o.

　私たちは、８～９月の２カ月間、熊本県議会内野幸喜
議員のもとでインターンシップをさせていただいてお
ります。熊本県内の大学から自主的に政治や教育に関
することを学び、将来の夢を実現させる一歩を踏み出す
ために参加・活動しています。今回、その活動の一つと
して議会傍聴をしました。議会では、町議会議員の質問
を通し、将来の長洲町を県下NO．１の自治体にするた
めの強い信念や情熱が伝わってきました。先日、国会で
成立した18歳選挙権。過去から近年までの日本では若
者の政治への関心が低く、投票率の低下が課題でありま
したが、安保法案などの影響もあり、若者の政治への参
加が見受けられるようになりました。しかし、長洲町な
どの地方自治体への関心は低いのが現状だと思います。
私たちは議会傍聴という良き機会を活用して地方自治
体の行政内容を学び、他の学生に広めて投票率向上など、
よりよい長洲町（自治体）の発展に関わっていきたいです。

　赤田区のコスモスが風に揺れる中、小規模な区でも住
みよくて、元気に暮らせるふるさとづくりを目指して自
主的に楽しい活動に取組んでいます。
　４年目を迎え、ものづくりの幅も広がり、各々の楽し
みも増えています。また、地域と共にあるために、子ど
も達も混じえての七夕祭りや、ホタルの里の環境を守る
為の廃油石鹸づくりなどで貢献しています。10数名で
の活動は、和気合々と笑顔が絶えず、暮らしの知恵を磨
きながら女子力をアップさせ若さと健康を保っています。

123
2
0
1
5
年

1
1
月

1
5
日

発
行

若

者の
政治参加が未来を拓く

熊本県議会内野幸喜議員
インターンシップ生一同

き

ら
り輝
く地域の乙女た

ち

赤田区女子会（赤田区）

傍 聴 席 か ら

町民のひろば

　

台
風
15
号
の
直
撃
を
受

け
た
も
の
の
、
な
ん
と
か
実

り
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
だ
。

　

今
回
で
広
報
委
員
の
メ

ン
バ
ー
が
交
代
と
な
る
。

　

限
ら
れ
た
紙
面
に
創
意
工

夫
を
し
な
が
ら
、
議
会
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
広
報

誌
を
め
ざ
し
て
新
メ
ン
バ
ー

も
心
新
た
に
し
、こ
れ
ま
で

以
上
に
住
民
の
皆
様
に
手
に

取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

紙
面
作
り
に
努
め
た
い
。

（
徳
永
）

月14日㈪12


